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          主催 オフィス汐  

202６.3.08.  13:30 

美術と俳句（その 8）俳句の志（３） 

 講師 元木幸一氏 

：「俳句になったデューラー」付け足し ；犬は誰だ？ 

 

１ 草田男「騎士」再解釈の試み 

 ： 草田男はデューラー《騎士と死と悪魔》の 

各モティーフを次のように解釈した。 

（元木幸一「俳句になったデューラー—中村 

草田男作「騎士」の新解釈—」『現代俳句』 

2025年 10月号、14-29頁 

：汐海治美「解題」WEB版『現代俳句』 

2025年 10月号） 

；騎士＝虚子、蜥蜴＝草田男、骸骨＝茅舎、 

死神＝小野蕪子、悪魔（魍魎）＝ホトトギス 

先輩たち 

   ：騎士と同じ左に進む犬の正体についてはまっ 

たく触れなかった。 

第 2句で 

「眼（まなこ）澄む犬馬は騎士の汗の伴（とも）」 

と犬を詠んでいるのだが。 

 

 

日 時 ３月８日(日)13:30～15:00 

場 所  オフィス汐 仙台市青葉区大町２丁目 4-10 タツミビル 3F 

参加費  800 円 
 


